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Gram-negative rod bacteremia after cardiovascular surgery: Clinical 




















(12.8%)であった。90 日死亡率は 21.8％であり、Acute Physiology and Chronic 
Health Evaluation (APACHE) II スコアの平均値は 15.6 (3-39)であった。術後 6 日
以内にグラム陰性桿菌菌血症を発症した患者は生存群で 23.1%に対し死亡群で
47.1%であった (P = 0.0603)。グラム陰性桿菌菌血症の発症日から 30 日以内に、
同じ種類のグラム陰性桿菌が血液以外の検体から検出された患者は 34.6%であ
った。多変量解析では、P. aeruginosa 菌血症 (odds ratio [OR] 175)、APACHE II ス














初期治療として P. aeruginosa を含むグラム陰性桿菌をカバーする抗菌薬を選択
することを検討すべきである。 
